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 2023 年３月 16日 

 

各 位 

会 社 名 株式会社ウイズ・ワン 

（コード番号 5251 TOKYO PRO Market） 

代表者名 代表取締役社長 柴田 美知男 

問合せ先 常務取締役 経営管理本部長 井手 浩太 

T E L 03-5623-6711 
U R L https://www.wiss1.co.jp/ 

 

東京証券取引所 TOKYO PRO Market上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

当社は、本日 2023年３月 16日、株式会社東京証券取引所 TOKYO PRO Marketに上場いた

しました。引き続き変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

なお、当社の業績予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきましては別

紙のとおりであります。 

 

記 

 

【 個 別 】                            （単位： 百万円 、％） 

決算期 

 

項目 

 2023年12月期 

（予想） 

 2022年12月期 

（実績） 

 対売上 
高比率 

対前期 
増減率 

 
対売上 
高比率 

売 上 高 1,908 100.0 16.3 1,640 100.0 

営 業 利 益 42 2.2 20.2 35 2.1 

経 常 利 益 40 2.1 △7.6 44 2.6 

当 期 純 利 益 26 1.3 △20.2 33 2.0 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

296円04銭 370円78銭 

1 株 当 た り 配 当 金 50円00銭 50円00銭 

（注１）2022年10月１日開催の臨時株主総会決議に基づき、同日付で普通株式１株につき100株の株式分

割を行いましたが、2022年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期

純利益を算定しております。 

（注２）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020 年３月 31日）等を当事業年度の

期首から適用しており、2023年 12月期の業績予想に係る各数値については、当該会計基準等

を適用した後の数値となっております。 
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【2023 年 12 月期業績予想の前提条件】 

（１）当社全体の見通し 

今後の見通しにつきましては、原油高やロシアのウクライナへの軍事進攻、円安等の

影響により物価が急上昇する等、日本経済に与える影響が懸念され、先行き不透明な状

況にあります。 

 このような状況下ではありますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を背景に、

AI・ロボット技術を活用したリモート作業や EC（電子商取引）、リモートワークなどの

需要増加が見込まれるとともに、社会全体の変革を目的とした DX（デジタルトランス

フォーメーション）が拡大基調にあり、業務効率化のための ICT・IoT投資も今後増加

することが見込まれるなど、企業成長、競争力強化を目的とする IT投資は総じて底堅

く推移すると予想されておりますので、計画通りの事業遂行を目指していく所存です 

 

（２）業績予想の前提条件 

①売上高 

  当社では主にオープンシステム開発を中心とした業務システムの提案を行うシステ

ム開発事業及びネットワーク/サーバ構築、保守・運用、評価検証を行うインフラ事業

を主体とするソリューションサービス事業を行っております。 

  システム開発事業は、大手システムインテグレータを経由して受託したシステム開

発や顧客から直接受託したシステム開発を行っております。基本的に顧客先に常駐し

て顧客システムの開発・保守を行います。既存案件の拡大、新規案件の獲得について、 

 計画通りに進むことが予想されます。 

  インフラ事業は、サーバー・ネットワークのインフラ構築業務、日常的な運用業務・

オペレーション代行などのシステム運用業務を行っております。こちらも、既存案件

を中心に堅調に推移することが予想されます。 

  これらの結果、売上高は 1,908百万円（前期比 16.3％増）を見込んでおります。 

 

②売上原価・売上総利益 

  売上原価につきましては、技術部門の人件費、外注費が該当します。事業内容の特

性上、売上高に対する原価は大きな割合になります。人件費の高騰、従業員の給与改 

定等も考慮して見積もっております。 

  これらの結果、売上原価は 1,611百万円（前期比 17.1％増）、売上総利益は 296百 

万円（前期比 11.9％増）を見込んでおります。 
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③販売費及び一般管理費、営業利益 

  販売費及び一般管理費につきましては、管理部門の人件費や上場関連費用等を考慮 

して見積もっております。 

   この結果、販売費及び一般管理費は 254百万円（前期比 10.6％増）、営業利益は 42 

百万円（前期比 20.2％増）を見込んでおります。 

 

④営業外損益、経常利益 

  営業外収益及び営業外費用につきましては、長期借入金調達や支払利息、支払手数 

料等を考慮して見積もっております。  

   この結果、経常利益は 40百万円（前期比 7.6％減）を見込んでおります。 

 

⑤特別損益、当期純利益 

特別損益に関しましては、特段の想定はありません。 

  当期純利益は、法人税等を考慮して 26百万円（前期比 20.2％減）を見込んでおり 

ます。 

以上 

 

 本開示資料は、投資者に対する情報提供を目的として将来の事業計画等を記載したものであって、投資勧誘を

目的としたものではありません。当社の事業計画に対する評価及び投資に関する決定は、投資者ご自身の判断

において行われるようお願いいたします。 

また、当社は、事業計画に関する業績目標その他の事項の実現・達成等に関しその蓋然性を如何なる意味にお

いても保障するものではなく、その実現・達成等に関して一切責任を負うものではありません。 

本開示資料に記載されている将来に係わる一切の記述内容（事業計画に関する業績目標も含みますがそれらに

限られません。）は、現時点で入手可能な情報から得られた当社の判断に基づくものであり、将来の経済環境

の変化等を含む事業計画の前提条件に変動が生じた場合その他多様な要因の変化により、実際の事業の状態・

業績等は影響を受けることが予想され、本開示資料の記載内容と大きく異なる可能性があります。 



  2022年12月期 決算短信〔日本基準〕（非連結） 
2023年３月16日 

 

上 場 会 社 名 株式会社ウイズ・ワン 上場取引所 東 

コ ー ド 番 号 5251 URL https://www.wiss1.co.jp/ 

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 柴田 美知男 

問合せ先責任者 (役職名) 常務取締役経営管理本部長 (氏名) 井手 浩太 TEL 03-5623-6711 

定時株主総会開催予定日 2023年３月18日 配当支払開始予定日 2023年３月18日 

発行者情報提出予定日 2023年３月20日   

決算補足説明資料作成の有無 ：無 

決算説明会開催の有無 ：無 
（百万円未満切捨て） 

１．2022年12月期の業績（2022年１月１日～2022年12月31日） 
（１）経営成績                                                         （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年12月期 1,640 10.4 35 286.5 44 △19.9 33 △12.2 
2021年12月期 1,485 38.1 9 － 54 4.9 37 12.0 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円   銭 円   銭 ％ ％ ％ 

2022年12月期 370.78 － 12.0 4.8 2.2 
2021年12月期 422.22 － 15.5 6.9 0.6 

（参考）持分法投資損益    2022年12月期  －百万円   2021年12月期  －百万円 

（注１）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用してお

り、2022年12月期に係る売上高については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。 

（注２）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

（注３）2022年10月１日開催の臨時株主総会決議に基づき、同日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行いました

が、2021年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 
（２）財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2022年12月期 968 291 30.2 3,244.20 
2021年12月期 854 263 30.8 2,925.13 

（参考）自己資本       2022年12月期 291百万円   2021年12月期  263百万円 

（注）2022年10月１日開催の臨時株主総会決議に基づき、同日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行いました

が、2021年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 
 
（３）キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2022年12月期 △2 △56 93 258 
2021年12月期 78 △75 17 223 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 配当金総額 

（合計） 
配当性向 純資産 

配当率 中間期末 期末 合計 

 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％ 

2021年12月期 0.00 5,000.00 5,000.00 4 11.8 1.8 
2022年12月期 0.00 50.00 50.00 4 13.5 1.6 

2023年12月期(予想) 0.00 50.00 50.00  16.9  

（注)当社は、2022年10月１日付けで普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っており、2021年12月
期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり配当額を算定した場合50円00銭となります。 

  



３．2023年12月期の業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）     
   （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 1,908 16.3 42 20.2 40 △7.6 26 △20.2 296.04 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を2022年12月期の期首から適用して 

おり、2023年12月期の業績予想に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。 

 

※ 注記事項 
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無  
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

（注）詳細は、添付資料P9「３．財務諸表及び主な注記 （５）財務諸表に関する注記事項 （会計方針の変更）」 

をご参照ください。 
 
（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2022年12月期 90,000株 2021年12月期 90,000株 

② 期末自己株式数 2022年12月期 －株 2021年12月期 －株 

③ 期中平均株式数 2022年12月期 90,000株 2021年12月期 90,000株 

（注）2022年10月１日開催の臨時株主総会決議に基づき、同日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行いました
が、2021年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を記載しておりま
す。 

 

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。 
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１．経営成績等の概況 
（１）当期の経営成績の概況 

当事業年度における世界経済は、米国での大規模な経済対策、欧米での新型コロナウイルス感染症に係るワクチン

普及に伴う社会活動の正常化などを背景に回復基調にあるものの、世界的な半導体不足による消費財の減産等から回

復の勢いが鈍化し、さらに中国におけるロックダウンなどの影響もあり、内外需ともに伸び悩みを見せております。

加えて、ロシアによるウクライナ侵攻が資源・食料価格の高騰やサプライチェーンの混乱を招き、コロナ後の需要回

復と相まって世界的なインフレ圧力が高まっております。各国における金融政策や為替相場も不安定に推移し、先行

き不透明感が継続しております。 

日本経済は、世界経済の回復に伴う輸出増加等を背景に回復傾向を見せ、中でも製造業の設備投資や住宅投資に持

ち直しの動きが見られます。また、新型コロナウイルス感染症の収束への見通しは依然として不透明であるものの、

ワクチン接種や徹底した感染予防対策等の進展から、行動制限が順次緩和された結果、2022年３月以降、景気動向は

総じて回復基調で推移しております。ただし、我が国の低金利政策継続を受けた円安が進行するなど、不安要素も内

包しております。 

当社が属する情報サービス産業においては、新型コロナウイルス感染症の収束時期を予測することは難しく、一

部業種における顧客企業のIT投資延期や意思決定の保留も見られるなど、依然として厳しい状況が継続しておりま

す。しかし、一方で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を背景に、AI・ロボット技術を活用したリモート作業

やEC（電子商取引）、リモートワークなどの需要増加が見込まれるとともに、社会全体の変革を目的としたDX（デ

ジタルトランスフォーメーション）が拡大基調にあり、業務効率化のためのICT・IoT投資も今後増加することが見

込まれるなど、企業成長、競争力強化を目的とするIT投資は総じて底堅く推移すると予想されております。 

このような環境下において、当社は引き続き、当社製品・サービスの活用によって顧客企業の成長を強力に支援

するとともに、働き方改革に伴う生産性の向上や業務の効率化を目指し、更なる採算性の重視、品質の向上に努め

てまいりました。これらの結果、売上高は1,640,238千円（前期比10.4％増加）、営業利益は35,473千円（同

286.5％増加）、経常利益は44,060千円（同19.9％減少）、当期純利益は33,369千円（同12.2％減少）となっており

ます。 

なお、当社は、システム開発事業及びインフラ事業を主体とするソリューションサービス事業を行っており、単一

セグメントであるため、セグメント別の業績等の記載は省略しております。 
 

（２）当期の財政状態の概況 

（流動資産） 

当事業年度末における流動資産の残高は552,118千円で、前事業年度末に比べ12,360千円減少しております。主な

減少要因は現金及び預金の減少14,250千円等、主な増加要因は売掛金及び契約資産の増加2,894千円等であります。 

（固定資産） 

当事業年度末における固定資産の残高は416,063千円で、前事業年度末に比べ125,778千円増加しております。主な

増加要因は長期預金の増加98,226千円、長期前払費用の増加19,544千円、保険積立金の増加7,341千円等でありま

す。 

（流動負債） 

当事業年度末における流動負債の残高は416,909千円で、前事業年度末に比べ35,093千円増加しております。主な

増加要因は１年内返済予定の長期借入金の増加42,999千円、未払費用の増加8,324千円等、主な減少要因は未払金の

減少15,057千円、未払法人税等の減少14,909千円等であります。 

（固定負債） 

当事業年度末における固定負債の残高は259,294千円で、前事業年度末に比べ49,608千円増加しております。長期

借入金の増加56,608千円、社債の減少7,000千円がその変動要因であります。 

（純資産） 

当事業年度末における純資産の残高は291,978千円で、前事業年度末に比べ28,716千円増加しております。当期純

利益33,369千円の計上による利益剰余金の増加及び剰余金の配当4,500千円による利益剰余金の減少が主な変動要因

であります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は258,118千円（前期比34,174千円増

加）となりました。各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は2,524千円（前事業年度は78,936千円の獲得）となりました。主な減少要因は法人

税等の支払額25,110千円、長期前払費用の増加額19,544千円、未払金の減少額15,057千円等、主な増加要因は税引前

当期純利益の計上44,060千円、保険解約返戻金の受取額10,060千円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は56,358千円（前事業年度は75,618千円の使用）となりました。主な減少要因は定期

預金等の預入による支出185,931千円、保険積立金の積立による支出8,224千円等、主な増加要因は定期預金等の払戻

による収入136,131千円等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
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財務活動の結果獲得した資金は93,057千円（前事業年度は17,973千円の獲得）となりました。その増加要因は長期

借入れによる収入180,000千円、短期借入金の純増加額4,950千円、その減少要因は長期借入金の返済による支出

80,393千円、社債の償還による支出7,000千円、配当金の支払額4,500千円であります。 

 

（４）今後の見通し 

現時点で新型コロナウイルス感染症の収束時期が見通せない中ではありますが、「１．経営成績等の概況（１）当期

の経営成績の概況」に上述した通り、AI・ロボット技術を活用したリモート作業やEC（電子商取引）、リモートワーク

などの需要増加が見込まれるとともに、社会全体の変革を目的としたDX（デジタルトランスフォーメーション）が拡

大基調にあり、業務効率化のためのICT・IoT投資も今後増加することが見込まれるなど、企業成長、競争力強化を目

的とするIT投資は総じて底堅く推移すると予想されております。 
2023年12月期の業績につきましては、売上高は1,908,330千円（当事業年度比16.3％増加）、営業利益42,648千円

（同20.2％増加）、経常利益40,717千円（同7.6％減少）、当期純利益26,643千円（同20.2％減少）をそれぞれ見込

んでおります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社は、現在、日本国内において事業を展開していることなどから、当面は日本基準に基づいて財務諸表を作成

する方針であります。なお、国際財務報告基準（IFRS）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向な

どを踏まえた上で検討を進めていく方針であります。 
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３．財務諸表及び主な注記 

（１）貸借対照表 

(単位：千円) 

       
前事業年度 

(2021年12月31日) 
当事業年度 

(2022年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 356,572 342,322 

    売掛金 195,893 － 

  売掛金及び契約資産 － 198,788 

  前払費用 7,451 7,500 

  未収入金 3,053 842 

  その他 1,507 2,664 

    流動資産合計 564,478 552,118 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物附属設備（純額） 907 825 

   工具、器具及び備品（純額） 1,617 934 

      有形固定資産合計 2,524 1,759 

  投資その他の資産    
   長期前払費用 35,692 55,237 

      前払年金費用 10,610 13,330 

   差入保証金 9,821 9,646 

   保険積立金 37,733 45,074 

   長期預金 185,789 284,016 

   その他 8,112 6,998 

      投資その他の資産合計 287,760 414,303 

    固定資産合計 290,285 416,063 

  資産合計 854,763 968,181 
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(単位：千円) 

          
前事業年度 

(2021年12月31日) 
当事業年度 

(2022年12月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    短期借入金 63,400 68,350 

  １年内償還予定の社債 7,000 7,000 

  １年内返済予定の長期借入金 56,207 99,206 

  未払金 106,256 91,199 

    未払費用 80,312 88,637 

  未払法人税等 15,227 318 

  未払消費税等 29,796 34,075 

  預り金 15,698 17,269 

  賞与引当金 7,916 10,854 

    流動負債合計 381,815 416,909 

  固定負債     

  社債 22,000 15,000 

  長期借入金 183,726 240,334 

  資産除去債務 3,960 3,960 

    固定負債合計 209,686 259,294 

  負債合計 591,501 676,203 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 45,000 45,000 
    利益剰余金     

   利益準備金 1,517 1,967 
   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 216,711 245,131 

      利益剰余金合計 218,228 247,098 

    株主資本合計 263,228 292,098 

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 33 △119 

  評価・換算差額等合計 33 △119 

  純資産合計 263,262 291,978 

負債純資産合計 854,763 968,181 
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（２）損益計算書 

(単位：千円) 

    
前事業年度 

(自 2021年１月１日 
 至 2021年12月31日) 

当事業年度 
(自 2022年１月１日 
 至 2022年12月31日) 

売上高 1,485,293 1,640,238 

売上原価 1,285,500 1,374,926 

売上総利益 199,793 265,312 

販売費及び一般管理費 190,615 229,838 

営業利益 9,177 35,473 

営業外収益     

  受取利息 68 21 
 受取配当金 29 18 

 保険配当金 377 1,574 
 保険解約返戻金 494 10,060 

 助成金収入 45,620 932 
  その他 1,914 412 

  営業外収益合計 48,505 13,019 

営業外費用     

  支払利息 2,349 3,363 

 社債利息 34 27 
 支払手数料 313 247 

 支払補償費 － 790 
  その他 － 5 

  営業外費用合計 2,697 4,433 

経常利益 54,985 44,060 

税引前当期純利益 54,985 44,060 

法人税、住民税及び事業税 19,722 10,029 

法人税等調整額 △2,736 661 

法人税等合計 16,986 10,690 

当期純利益 37,999 33,369 
        

  

【売上原価明細書】 

区分 
注記
番号 

前事業年度 
（自 2021年１月１日 
  至 2021年12月31日） 

当事業年度 
（自 2022年１月１日 
  至 2022年12月31日） 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

Ⅰ労務費  786,857 61.2 844,311 61.4 

Ⅱ外注費  473,032 36.8 505,261 36.8 

Ⅲ経費  25,610 2.0 25,353 1.8 

合計  1,285,500 100.0 1,374,926 100.0 

（注）原価計算の方法は、個別原価計算であります。 
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（３）株主資本等変動計算書 

前事業年度（自 2021年１月１日 至 2021年12月31日） 

（単位：千円） 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産 
合計 資本金 

利益剰余金 

株主資本
合計 

その他有
価証券評
価差額金 

評価・換
算差額等

計 
利益準備

金 

その他利
益剰余金 利益剰余

金合計 繰越利益
剰余金 

当期首残高 45,000 1,292 181,186 182,478 227,478 － － 227,478 

当期変動額         

剰余金の配当   △2,250 △2,250 △2,250   △2,250 

利益準備金の積立  225 △225 － －   － 

当期純利益   37,999 37,999 37,999   37,999 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

     33 33 33 

当期変動額合計 － 225 35,524 35,749 35,749 33 33 35,783 

当期末残高 45,000 1,517 216,711 218,228 263,228 33 33 263,262 

 

当事業年度（自 2022年１月１日 至 2022年12月31日） 

（単位：千円） 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産 
合計 資本金 

利益剰余金 

株主資本
合計 

その他有
価証券評
価差額金 

評価・換
算差額等

計 
利益準備

金 

その他利
益剰余金 利益剰余

金合計 繰越利益
剰余金 

当期首残高 45,000 1,517 216,711 218,228 263,228 33 33 263,262 

当期変動額         

剰余金の配当   △4,500 △4,500 △4,500   △4,500 

利益準備金の積立  450 △450 － －   － 

当期純利益   33,369 33,369 33,369   33,369 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

     △153 △153 △153 

当期変動額合計 － 450 28,419 28,869 28,869 △153 △153 28,716 

当期末残高 45,000 1,967 245,131 247,098 292,098 △119 △119 291,978 
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

  (単位：千円) 

    
前事業年度 

(自 2021年１月１日 
 至 2021年12月31日) 

当事業年度 
(自 2022年１月１日 
 至 2022年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税引前当期純利益 54,985 44,060 
  減価償却費 1,141 764 
 前払年金費用の増減額（△は増加） △1,993 △2,719 
  賞与引当金の増減額（△は減少） 322 2,937 
  受取利息及び受取配当金 △98 △40 
 保険解約返戻金 △494 △10,060 
 助成金収入 △45,620 △932 
  支払利息及び社債利息 2,384 3,390 
  売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △53,634 △2,894 
 未収入金の増減額（△は増加） 16,353 2,211 
 長期前払費用の増減額（△は増加） △6,228 △19,544 
 未払金の増減額（△は減少） 51,033 △15,057 
 未払費用の増減額（△は減少） 1,306 8,324 
 未払消費税等の増減額（△は減少） △518 4,278 
 預り金の増減額（△は減少） 1,681 1,571 
  その他 △2,629 △1,343 

  小計 17,990 14,945 
  利息及び配当金の受取額 90 38 
  利息の支払額 △2,384 △3,390 
 法人税等の支払額 △384 △25,110 
 法人税等の還付額 7,185 － 
 保険解約返戻金の受取額 494 10,060 
 助成金の受取額 55,944 932 
  営業活動によるキャッシュ・フロー 78,936 △2,524 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金等の預入による支出 △79,250 △182,431 
 定期預金の払戻による収入 19,444 132,631 
 保険積立金の積立による支出 △8,159 △8,224 
 その他 △7,653 1,665 
 投資活動によるキャッシュ・フロー △75,618 △56,358 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） 7,450 4,950 
 長期借入れによる収入 80,000 180,000 
 長期借入金の返済による支出 △60,227 △80,393 
 社債の償還による支出 △7,000 △7,000 
 配当金の支払額 △2,250 △4,500 
 財務活動によるキャッシュ・フロー 17,973 93,057 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 21,290 34,174 

現金及び現金同等物の期首残高 202,653 223,944 

現金及び現金同等物の期末残高 223,944 258,118 
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（５）財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。  

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等を

当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換

に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており

ますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。また、当事業年度の損益に与える影響もありません。 

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において「流動資産」に表示していた「売掛金」

は、当事業年度より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10

号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することとしております。なお、財務諸表に与える影響はありません。 

 

（持分法損益等） 

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。  

 

（セグメント情報） 

 当社は、システム開発事業及びインフラ事業を主体とするソリューションサービス事業を行っており、単一セグメ

ントであるため、記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報） 

項目 
前事業年度 

（自 2021年１月１日 
    至 2021年12月31日） 

当事業年度 
（自 2022年１月１日 

    至 2022年12月31日） 

１株当たり純資産額 2,925円13銭 3,244円20銭 

１株当たり当期純利益 422円22銭 370円78銭 

（注１） 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

（注２） １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下の通りです。 

項目 
前事業年度 

（2021年12月31日） 

当事業年度 

（2022年12月31日） 

純資産の部の合計額 （千円） 263,262 291,978 

純資産の部の合計額から控除する金額 （千円） － － 

普通株式に係る期末の純資産額 （千円） 263,262 291,978 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数 （株） 90,000 90,000 

 

（注３） １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りです。 

項目 
前事業年度 

（自 2021年１月１日 

    至 2021年12月31日） 

当事業年度 
（自 2022年１月１日 

  至 2022年12月31日） 

当期純利益 （千円） 37,999 33,369 

普通株主に帰属しない金額 （千円） － － 

普通株式に係る当期純利益 （千円） 37,999 33,369 

普通株式の期中平均株式数 （株） 90,000 90,000 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期純
利益の算定に含めなかった潜在株式の概要 

― ― 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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